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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870501511

「笑顔のある暮らし」の理念の下、いつも笑いの耐えない家庭作りを目指してスタッフ一同頑
張っています。年1回の1泊旅行は、入居者皆の楽しみでも有り、続けれる限り、続けて生きた
いと思っています。

法人名 ㈱えひめメディコープ

事業所名 グループホームとらや

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●毎年恒例になっている西条市の休暇村への一泊旅行は、利用者全員行かれ、ご家族の参加もあっ
た。又、お花見や石鎚ハイウェイオアシスで足湯を楽しまれたりされている。「毛糸を買いに行きたい」と
希望される利用者と一緒に買い物に出られたり、毎日、近所のスーパーに食材の買出しに行かれてお
り、調査訪問時も３名の利用者が出かけられ「行ってらっしゃい。ただいま。おかえり。」と職員・利用者で
声を掛け合っておられた。
●入居前は失禁が多く、紙パンツを使用されていた方も、様子を見ながらパットで対応し、外出前や食
事前等に声をかけて、誘導を続けて支援された結果、現在は、昼間はトイレで排泄できるようになった。
又、外出時、トイレの便座が冷たいことを嫌がられる方には、便座シートを携帯するようにされている。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

所在地 愛媛県新居浜市若水町2-7-4

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成22年7月21日訪問調査日

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

評価完了日 平成22年7月6日

(ユニット名）

記入者（管理者）

氏　名 高次　真理

事業所名　 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑとらや

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

H17年スタッフ皆で立ち上げ、毎年確認を行なってい
る。また、朝の申し送り時に復唱し内容を毎日認識
し、その日の業務につくようにしている。

(外部評価)

｢地域及び他施設への情報発信、情報交換を行い交流を
図る」を理念の一つに掲げておられ、運営推進会議時
には、メンバーとともに他ホームを視察して防災対策
の取り組みを聞かせてもらい「グループホームとら
や」でどのように取り組んでいくか意見交換等をされ
た。又、理念の一つをもとにして、月間目標を決めて
おられ、今月は「食中毒の予防と水分補給」と挙げ
て、居間のホワイトボードを使用して共有されてい
た。

(自己評価)

地域の役員会に役員（組長）として参加し、組のお世
話役をしていると同時に、行事を知り参加できるもの
は参加している。また、毎日の買い物等、顔見知りと
なり、地域からの声かけもあり。

(外部評価)

「地域とともに何か行事を行う」ことに向けて、昨年
は特に力を入れて取り組んで来られ、12月末には、事
業所で「もちつき大会」を行われた。地域の愛護班、
推進委員、協立病院の職員、デイサービスの利用者等
と一緒に杵と臼で餅つきをされた。又、地域行事で
は、「運動会」では玉入れに参加されたり、「文化
祭」には利用者とともに作成した貼り絵を出展され
た。「健康体操」や「畑作業」等のボランティアの方
が来てくださっている。８月には「とらや５周年」を
記念して、５年間の歩みのスライドショーをされた
り、認知症の勉強会、ボランティアの方の出し物等も
予定されている。
(自己評価)

地域での声かけに対し、答えたり、運営推進会議にお
いて、話をしたりしている。

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

3
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

2回に1回、他施設訪問を行ったりし、皆で参考になる
ものはないか、また、地域での意見、包括からの市か
らの意見を参考にとらや運営を進めている。

(外部評価)

会議は、協力医院の会議室で行っておられ、自治会長
や地域の方も出席いただき、行事の反省や次回にむけ
ての検討、困っている事を議題として挙げて話し合わ
れている。又、看取りについての勉強会等もされた。
管理者は「これからも会議時に、出席者とともに他
ホームへの訪問を行い、感想を述べ合って事業所の運
営に活かしたい」と話しておられた。

(自己評価)

運営推進委員として毎回包括より担当者に参加しても
らったり、何かあれば、介護福祉課担当者に相談する
ようにしている。

(外部評価)

市の担当者とは、提出書類の書き方について相談し、
助言を頂いている。

(自己評価)

毎年研修会に参加したり、学習会をしたりして再認識
し、日ごろの介護につなげている。

(外部評価)

職員は、勉強会で身体拘束について勉強をされてい
る。管理者は、利用者に対して「言葉での抑制はやめ
よう」ということを職員に話しておられ「ちょっと
待って」という場合には「待ってもらう理由」をご本
人が納得がいくように話すようにされている。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎年研修会に参加したり、学習会をしたりして再認識
し、日ごろの介護につなげている。

(自己評価)

研修があれば、参加するようにし、対象入居者様がい
れば家族等話し合いを持つようにしている。

(自己評価)

入居時、契約変更時は家族と十分説明を行い、契約を
結ぶようにしている。

(自己評価)

玄関に意見箱を置き、また、年2回家族運営で家族会を
持ち意見・要望を聞くようにしている。

(外部評価)

家族会は年２回開催されており、ほとんどのご家族が
参加し、ご家族が主体となってすすめられている。皆
で自己紹介して、事業所からは連絡事項等を伝えた
り、行事の様子等を報告されている。４月の家族会
は、お花見を兼ねて行われ、昨年１１月の会では、地
域包括支援センターの方の協力を得て「虐待につい
て」の勉強会が行われた。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎日での気づきは、気づきノートに記入してもらうよ
うにし、月1回部会において、業務内容を検討するよう
にしている。また、年2回個人個人において面接を行
い、意見要望を聞くようにしている。

(外部評価)

昨年度は職員の入れ替わりもあったが、今年度は落ち
着かれたようである。理念の一つに「何でも話し合
い、改善できる職場づくり」を挙げておられ、管理者
は、職員からの質問には「一つひとつ丁寧に、その場
で答える」ようにされている。職員からの提案で、冬
期、外から冷たい風が入って来ないよう、ウッドデッ
キを覆うカバーを設置されていた。

(自己評価)

取締役会に、前月の経営、運営状況を提出し、月1回取
締役会に参加し、意見を出し合い、職場作りに勤めて
いる。

(自己評価)

面接により、各人が研修に参加しやすい方法を見極
め、その人にあった研修を進めるようにしている。ま
た、会社として、研修参加費や交通費の助成が認めら
れている。

(自己評価)

県のGH協会に加盟し、研修会に参加することにより交
流を図ったり、相互評価には必ず、複数参加するよう
に勤めている。

(自己評価)

入居時、本人・家族と面談を行い、アセスメントシー
トを仕上げると同時に、本人の気持ちを理解するよう
に心がけている。

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

入居時、本人・家族と面談を行い、アセスメントシー
トを仕上げると同時に、家族の気持ちを理解するよう
に心がけている。

(自己評価)

入居された時点では、介護計画を小まめに変更し、そ
の時々にあった介護が出来るように心がけている。

(自己評価)

日々の掃除、洗濯物干し、たたみ、買い物等ともに協
力できるように心がけている。

(自己評価)

定期診察は出来るだけ家族にしてもらったり、イベン
トなどにはこれる方には出来る限り来ていただいて面
会を多く持つようにしている。

(自己評価)

ふるさと訪問を以前より検討しているが、できず。誕
生月にいけるように今年度は計画したい。

(外部評価)

ご自宅の周辺をドライブされたり、行きつけの美容院
に職員がお連れすることもある。

管理者は、利用者一人ひとりのふるさとを訪問するよ
うな取り組みを考えておられた。職員の体制のこと
や、ふるさとが遠方の方等むつかしいこともあるよう
だが、ご本人の希望やご家族の協力等を得て、さらに
ご本人らしい「笑顔のある暮らし」の支援につなげて
いかれてほしい。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

絶えず一人ひとりに気をつけながら、声かけし、交流
が持てるように援助している。

(自己評価)

契約修了家族に対して、機関紙や年賀状等を送るよう
にしている。

(自己評価)

出来る限り、本人のペースに合わせるように勤めてい
る。（起床・就寝時間・食事時間等）

(外部評価)

「ターミナルの願い」「苦痛」「嬉しいこと」「どう
いう風に接して欲しい」等の項目、又、「できるこ
と、できない事」「わかること、わからないこと」等
の情報を集めたアセスメントシートを作成されてい
る。日々の職員の気付きを「介護気づきノート」に書
き込み、申し送り時やカンファレンスの際には話し合
い、利用者の思いや意向の把握に努めておられる。職
員は、利用者の意向に沿えるよう、やろうか、やらな
いかを考えるのではなく「やるためにどうするか、ま
ずやってみよう」と考えるようにされている。

管理者は「利用者個々についての情報収集が不十分で
はないか」と感じておられる。管理者は「アセスメン
ト等の個々の記録をケアに活かすためには、職員の知
識や技術の向上が必要」と考えておられた。又、「利
用者に聞きたいことをまとめておく」こと等も考えて
おられた。職員の利用者への対応等について工夫を重
ね、情報収集に努め、ご本人主体の支援につなげてい
かれてほしい。

(自己評価)

入居時アセスメントシートを家族とともに埋め、活か
している。

(自己評価)

毎月のケアカンファにて、それぞれの入居者様の様子
を把握し、介護の統一を図るようにしている。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

25
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月のケアカンファにて、それぞれの入居者様の様子
を把握し、利用者様にあったケアができているか等介
護の統一を図るようにしている。また、毎月精神科カ
ンファレンスにより、主治医と最近の状況等検討が出
来る様にしている。

(外部評価)

介護計画は、３ヶ月毎に見直しされている。利用者の
現状をご家族にお話して、ご家族の希望を聞き取り、
相談しながら介護計画を作成されている。持病のある
方の支援については、医師の助言も採り入れて作成さ
れている。

(自己評価)

個人記録にできるだけ記入しているが、記録内容等が
不十分な所があるため、今後学習していかないといけ
ない。

(自己評価)

できる限りは本人、家族の希望を取り入れるようには
努力している。

(自己評価)

地域にあるスーパー、水汲み場等へ、ほぼ毎日外出し
ている。また、参加できる地域行事へも参加してい
る。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

契約のときに、かかりつけ医を聞き、何かあればでき
るだけかかりつけ医での対応に心がけている。

(外部評価)

歯科、眼科、又、緊急時には職員が同行し、かかりつ
け医の定期受診は、ご家族が付き添うようになってい
る。ご家族が付き添う際には、食事、排泄、睡眠等、
ご本人の事業所での生活の様子等を医師に伝えて受診
できるようにされている。

(自己評価)

一般状態に係らず、皮膚の状態等少しでも変化があれ
ば、看護師に情報を集中するようにしている。

(自己評価)

必ず病棟との連携にて病状把握に務め、利用者様が、
安心して治療ができ、早期の退院が出来る様に努めて
いる。

(自己評価)

ターミナルについては、契約時に家族・本人への説明
を行っているが、状況に応じてその都度相談を行って
いる。

(外部評価)

昨年、看取りの指針を作成し、家族会時にも説明され
た。入居時には、ご本人ご家族に「ターミナルの願
い」を聞き取っておられる。「最期まで、とらやで過
ごしたい」と希望する利用者もあり、職員は「利用者
個々にその人らしい暮らしをしてもらいたい」｢声をお
かけしながら最期まで支援したい。」と話しておられ
た。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

年1回の学習により振り返りはしているが、身についた
とはいえない。必ず、管理者（看護師）に連絡をし、
支持を仰ぎ、隣接の病院と連携をもって実施してい
る。

(自己評価)

定期的な避難訓練に運営推進会議のメンバーも参加
し、実施しているが、すべて身についたとはいえな
い。

(外部評価)

玄関以外に、裏庭の畑に通路を確保され、ブロック塀
に非常扉を付けておられた。消防署の協力を得て訓練
を行った際には「スムーズにできた」と感想をいただ
いた。又、新たに家族間の緊急連絡網を作成された。
来年の１月までに、スプリンクラーと消防署への直通
電話を設置される予定である。

管理者は、避難の手順は決めているが「訓練に全職員
が参加できなかった」ことや、年に数回なので「手順
を忘れてしまう」ことが課題に残ると話しておられ
た。全利用者・職員の安全と安心のためにも訓練を重
ね、地域との協力体制をさらに築いていかれてほし
い。

(自己評価)

本人の人格を尊重しながら声かけをしているが、本人
とのなじみの関係での声かけとなっていることもあ
り。

(外部評価)

管理者は、職員に「理念を思い浮かべて利用者と接し
てください」と伝え、言葉遣いに注意するよう指導さ
れている。利用者は、職員に労いの言葉をかけてくれ
たり、新人職員には「頑張りよ」と声をかけてくださ
るようだ。

(自己評価)

日常生活における色々なことは、必ず本人に聞くよう
にしている。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

出来るだけ、本人の過ごしやすいような流れで対応し
ているが、こちらの時間の流れになっているようであ
る。

(自己評価)

外出時には、本人と一緒に洋服を選んだり、顔剃りし
たり、カットやパーマをかけたい希望があれば、連れ
て行ってあげている。

(自己評価)

その方の能力に応じた方法で一緒に調理できることは
手伝ってもらっている。また、調理を工夫し、おいし
く、楽しく食べてもらえるようにしている。

(外部評価)

一汁三菜を基本にご利用者の意見も聞きながら、メ
ニューを決めておられる。誕生日には、その方の食べ
たいものを聞き取り、すき焼きやお寿司を作られた。
調査訪問時には、朝、事業所の畑で収穫した枝豆やト
マトが昼食の食卓に並んでいた。おにぎりを握ってい
る利用者もあった。「なすびが上手に煮えとる。煮る
のがうまなった。」と職員をほめてくださる方や「枝
豆は取れたてやけんおいしいな。」とお話しながら食
事をされていた。公文式学習療法を採り入れるため、
職員の人手のこともあり、現在は、週２回、昼食に外
注のお弁当が届くようになっている。好き嫌いのある
方は、食材も代替えしてくれるようだ。

(自己評価)

水分量や、食事の摂取量が少ない方は、チェック表に
記入するようにしている。

(自己評価)

毎食後とは行かないが、体制の取れる昼は必ず一人ひ
とり口腔ケアができるようスタッフがつき、はじめは
自分で、できないところをスタッフが補うように援助
している。（口腔ケアチェック表に毎日チェックして
いる）

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

その人の生活リズムにあわせた誘導を行い、また、ト
イレに入ったときを見計らってパット交換や、上げ下
ろしの介助をしたり、できるだけ自分でトイレ排泄が
できるような援助を心がけている。

(外部評価)

排泄は、個々の排泄チェック表で把握されている。入
居前は失禁が多く、紙パンツを使用されていた方も、
様子を見ながらパットで対応し、外出前や食事前等に
声かけて、誘導を続けて支援された結果、現在は、昼
間はトイレで排泄できるようになった。又、外出時、
トイレの便座が冷たいことを嫌がられる方には、便座
シートを携帯するようにされている。

(自己評価)

排便チェック表で排便をチェックし、その人の体調に
合わせた食事、捕食、担当医と相談し、定期的な下剤
により排便をコントロールしている。

(自己評価)

入浴チェック表を元に、毎日必要な方から声をかけ、
入浴してもらっている。時間帯は体制上午後からのみ
となっている。

(外部評価)

事業所では、午後から入浴を支援するようになってい
る。毎日入る方もあり、又、入浴剤を利用する時もあ
る。デイサービスのリフト浴を利用されていた方が
「皆と一緒のお風呂に入りたい」と言われたことか
ら、日常生活の中で移乗のリハビリを続け、筋力アッ
プに努め、ホームで入浴できるよう取り組まれた。

(自己評価)

その人の体調、生活習慣を把握し、その人にあった休
息を援助している。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している
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グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

個人のカルテに薬剤情報を閉じつけ、いつでも誰が見
てもわかるようにしている。

(自己評価)

アセスメントシート等をもとに、本人の得意なこと、
好きなことを伸ばせるようにまた、楽しめるように皆
で知恵を出し合い援助している。

(自己評価)

一人ひとりの希望を聞きながら、月1回は出来るだけ外
出やイベント行事を計画している。ボランティア、家
族の協力を得ながら、年1回、砥部の動物園や東予国民
休暇村へ1泊旅行に行っている。

(外部評価)

月に１回は外出やイベントが行えるよう、職員で担当
者を決めて取り組んでおられる。毎年恒例になってい
る西条市の休暇村への一泊旅行は、利用者全員行か
れ、ご家族の参加もあった。又、お花見や石鎚ハイ
ウェイオアシスで足湯を楽しまれたりされている。
「毛糸を買いに行きたい」と希望される利用者と一緒
に買い物に出られたり、毎日、近所のスーパーに食材
の買出しに行かれており、調査訪問時も３名の利用者
が出かけられ「行ってらっしゃい。ただいま。おかえ
り」と職員・利用者で声を掛け合っておられた。

(自己評価)

こずかいは、施設預かりと、ある程度理解できる人、
希望の人には本人持ちこずかいを持たしている。

(自己評価)

電話は子機を使用し、いつでも対応できるようにして
いる。手紙、はがきも本人希望があれば援助してい
る。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

48

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 18

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームとらや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

家庭の食堂、のような雰囲気を出すように、テレビ以
外に心地よい音楽や、その日の気分によって演歌やク
ラッシックを流すようにしている。ローカの洗面所に
は、季節の花を飾るように心がけている。

(外部評価)

旅館を改装したホームで、廊下や階段、中庭等に趣き
を感じる。ウッドデッキでは、利用者が洗濯物をたた
んだり、水槽の金魚を眺めたりされていた。裏庭の畑
には、トマト等季節の野菜や花を育てておられ、毎日
水やりをされたり、草を引いて職員と一緒に成長を楽
しみにされている。二階に居室のある利用者が階段の
上がり降りがむつかしくなった時のために、リフトを
付けることを検討されていた。

(自己評価)

ウッドデッキに使い古したソファーを置き、好きなと
きに座れるようにしている。また、一緒に洗濯物を干
したりたたんだりしている。

(自己評価)

出来る限り本人のものを持ってきてもらうようにして
いる。

(外部評価)

たんすや鏡台、ベッド等、利用者の馴染みのものを持
ち込んでおられる。お孫さんの結婚式の写真を飾られ
たり、位牌を置かれている方もあった。演歌歌手のポ
スターを貼っておられる方も見られた。

(自己評価)

できるだけ、状況に応じ、見守りにて安全を確保しな
がら、行動をしてもらっている。また、必要に応じ、
手すりを設置している。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

特定非営利活動法人　JMACS
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